
20208 月号

第513号
ホームページアドレス／http://www.village.ikusaka.nagano.jp/

世帯717戸／人口1,723人／男859人／女864人／前月対比 6人減
発行 生坂村役場（TEL.0263-69-3111)／印刷 川越印刷　松本市城西（TEL.0263-32-0131)

関連記事は2ページに掲載

梅雨前線の影響で大雨
消防団による内水排水作業（小立野）



2

発
令
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
各
自

主
防
災
組
織
で
は
村
内
各
所
で
避
難

所
を
開
設
し
て
い
た
だ
き
、
二
四
世

帯
三
一
人
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
豪
雨
で
は
、
犀
川
の
水
位

上
昇
に
よ
り
小
立
野
地
区
の
築
堤
内

に
溜
ま
っ
た
内
水
の
排
水
処
理
作
業

を
消
防
団
で
行
い
、
村
か
ら
出
動
要

請
を
し
た
千
曲
川
河
川
事
務
所
の
排

水
ポ
ン
プ
車
も
駆
け
つ
け
排
水
作
業

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
到
来

し
ま
す
。
い
つ
何
時
災
害
が
起
き
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

四
月
に
各
家
庭
へ
お
配
り
し
た
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
再
確
認
や
、非
常
時

持
ち
出
し
袋
を
確
認
す
る
な
ど
し
、

災
害
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
各
自
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
二
年
七
月
豪
雨（
七
月
三
日

～
三
一
日
）は
、
全
国
各
地
で
河
川
の

氾
濫
、
土
砂
崩
れ
な
ど
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
豪
雨
で
は
、
村
で
設
置
し

て
あ
る
雨
量
計
で
、
昨
年
の
七
月
の

雨
量
の
約
二
倍
と
な
る
二
四
七
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
雨
量
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

村
は
、長
雨
の
影
響
に
よ
り
八
日
の

午
前
五
時
三
〇
分
に
災
害
警
戒
本
部

を
設
置
し
、
そ
の
後
午
前
八
時
四
〇

分
に
災
害
対
策
本
部
と
し
ま
し
た
。

　

午
前
七
時
二
一
分
に
土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
発
令
さ
れ
、
上
高
地
や
乗

鞍
か
ら
木
曽
方
面
の
上
流
域
で
の
大

雨
に
よ
り
犀
川
の
水
位
が
上
昇
し
ま

し
た
。そ
の
た
め
、七
時
三
〇
分
村
内

全
域
に
対
し
避
難
準
備
情
報
を
発
令

し
、
下
生
野
の
一
部
に
避
難
勧
告
を

　

こ
の
豪
雨
に
よ
り
村
内
で
発
生
し

た
主
な
災
害

◆
道
路
の
通
行
止
め

・
国
道
一
九
号
線　

二
カ
所（
雲

根
、古
坂
）

・
県
道　

二
カ
所（
下
生
野
横
手
、

込
地
）

・
村
道　

一
カ
所（
裏
日
岐
）

◆
そ
の
他
の
被
害

・
農
業
用
用
水
施
設　

二
カ
所

・
農
地　
　
　
　
　
　

五
カ
所

国道１９号線（古坂）

県道２７６号線（下生野横手）

水が引いた後

村道２級３号線（裏日岐）

県道５５号線（込地） 小立野内水排水
（堤防上の車は国交省排水ポンプ車）

犀川の増水（山清路の郷資料館付近）

 降り続く雨
　令和2年7月豪雨
村内でも避難勧告が発令され
土砂崩落などの被害
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生坂村第6次総合計画策定
村民アンケート調査結果④

生坂村第６次総合計画策定時に村民の皆様にお願いした「村民アン
ケート」の結果。最後となる４回目の今回は、不足・不満な村内の施
設や設備、行政情報の取得に関すること、村の将来像に対する希望、
合併に対する考えについてお聞きした内容を掲載します。

◆不足・不満のある施設・設備（複数回答） 

  
「医療施設」が全体の 44.8%と圧倒的に多く、次いで「道路」が 16.9%「高齢者等の福祉施設」が

13.3% となっており「特にない」との回答も 21.6% もありました。前回の第 5 次のアンケート調査でも

「医療施設」が 46.1% と一番多く、次いで「道路」18.6%「高齢者等の福祉施設」が 15.3% と前回の調査と

同様の傾向でした。 
 

◆行政情報取得方法（複数回答） 

 
  
 
 

159(16.9%)
106(11.3%）

22(2.3%）

56(6.0%）

23(2.4%）

81(8.6%）

48(5.1%）

53(5.6%）

62(6.6%）

53(5.6%）

26(2.8%）

125(13.3%） 421（44.8%）

203(21.6%）

57(6.1%）

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

道路

歩道等の交通安全施設

駐車場・駐輪場

公園や広場

消防施設

上水道施設

下水道施設

公営住宅

文化・教養施設

スポーツ施設

集会所や公民館

高齢者等の福祉施設

医療施設

特にない

その他

760（80.9%）128（13.6%）

350（37.2%）

200（21.3%）

284（30.2%）

219（23.3%）

198（21.1%）

52（5.5%）

10（1.1%）

167（17.8%）

34（3.6%）

12（1.3%）

0 100 200 300 400 500 600 700 800

広報いくさか

村HP
防災行政無線

ICN
議会だより

回覧板

新聞・雑誌

TVラジオ

役場職員

家族知人

得ていない

その他

％表示は有効回答者数 940 人に対する割合

％表示は有効回答者数 940 人に対する割合 
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◆行政情報取得希望（複数回答） 

 
  

385(41.0%)
378(40.2%)

156(16.6%)
264(28.1%)

176(18.7%)
260(27.7%)

103(11.0%)
127(13.5%)

154(16.4%)
132(14.0%)

74(7.9%)
9(1.0%)

0 100 200 300 400 500

現在の事業・実施状況

予定事業

予算や財政

新しい制度や施設

行事やイベント

健康医療

消防・防災

道路

有害鳥獣

行政手続き

学校・教育

その他 ％表示は有効回答者数 940 人に対する割合 

 
◆希望する村の将来像（複数回答） 

 一般 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

462(49.1%)
114(12.1%)

160(17.0%)
85(9.0%)

142(15.1%)
67(7.1%)

513(54.6%)
238(25.3%)

485(51.6%)
75(8.0%)

16(1.7%)

0 100 200 300 400 500 600

自然環境と調和した静かで美しい村

都会的で便利で快適な生活ができる村

農業が盛んな村

商工業が盛んで活気にあふれた村

観光的な魅力にあふれた村

伝統や歴史を感じる文化の村

健康で健やかに暮らせる村

子育てがしやすい村

安全で安心して暮らせる村

コミュニティや自治会が活発な村

その他

19
16

8
7

6
7

10
8
9

3
1

12
19

4
8

13
2

6
16

9
3

1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

自然や緑が多い村

便利で快適な暮らしができる村

ぶどうやお米などおいしいたべものができる村

お店や工場などがあるいきいきとした村

観光やレジャーなどがある楽しい村

伝統や歴史を身近に感じられる村

健康で元気に暮らせる村

子育てしているひとが暮らしやすい村

事故や災害が少ない安全な村

グループ活動や地域の人たちとの交流がある村

その他

小学生 中学生

小中学生
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　生坂村第６次総合計画策定時に村民の皆様にお願いした「村民アンケ
ート」の結果のうち、自由記述を除いた選択項目の結果を４回にわたり
掲載してきました。自由記述は大変多くのご意見やお考えをいただいて
おり、今回の広報誌への掲載はしませんでしたが、村のホームページと
生涯学習施設たんぽぽの図書室でご覧いただくことができます。
　村民アンケートの結果も含め生坂村振興計画審議会で審議し策定し
た生坂村第６次総合計画は、５月に全戸配布してありますので、ぜひご
一読ください。

◆合併可否（択一回答） 

前回の第 5 次のアンケート調査では、「近々に合併すべ

きである」が 14.7%、「将来においては合併すべきである」

が 21.2%、「できれば自立が良いが合併もやむを得ない」

が 30.2%、「合併すべきでない」が 8% でした。

合併先として挙げられている市町村は、安曇野市が 45
件と最も多く、池田町 15 件、松本市 8 件、（池田町と）
松川村 3 件、長野市 3 件、大町市 2 件となっています。

 合併した地域から「かえって過疎化が進んだ」「良い事がなかった」等の声を聞いて、不安に思
う声があり、合併する必然性があるのか、合併のメリットとデメリットが知りたいという声もあ
りました。

近々に合併すべきである 70 

将来においては合併すべきである 136 

できれば自立が良いが合併もやむを得ない 312 

合併すべきではない 113 

わからない 102 

無回答

■

■

■

■

■

■ 207 

7.4%

14.5%

33.2%12.0%

10.9%

22.0%

近々に合併すべきである

将来においては合併すべきである

できれば自立が良いが合併もやむを得ない

合併すべきではない

わからない

無回答
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題
問
の
人
個
は
殺
自

ん
せ
ま
り
あ
は
で

す
で
国
い
高
の
率
殺
自
は
本
日

大切な人の
　　いのちを支えたい
９月10日～９月 16日は自殺予防週間です

【健康福祉課】

　平
成
一
〇
年
以
降
、日
本
の
自
殺
者
数
は
毎
年
三
万
人
を

超
え
、
国
は
平
成
一
八
年
に
自
殺
対
策
基
本
法
を
制
定
し
、

命
を
守
る
対
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。平
成
二
二
年
以
降
、

自
殺
者
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
自
殺
死
亡
率

は
、
主
要
先
進
七
か
国
の
中
で
、
い
ま
だ
最
も
高
い
数
字
を

示
し
て
い
ま
す
。

　長
野
県
で
は
一
日
に
お
よ
そ
一
人

の
方
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。自
殺
に
は
、心
身
の
健
康
に
関
わ

る
問
題
だ
け
で
な
く
、
下
図
の
よ
う

に
「
過
労
」「
生
活
困
窮
」「
育
児
や
介

護
疲
れ
」「
い
じ
め
や
孤
立
」
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、さ
ま

ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
心
理
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
、
自
殺
以
外
の
選
択
肢

が
考
え
ら
れ
な
い
状
態
に
陥
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

　自
殺
は「
個
人
の
自
由
な
意
思
」や

「
選
択
の
結
果
」で
は
な
く
、
そ
の
多

く
が「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

　

は
で
方
一、
も
人
る
い
て
え
考
を
殺
自、
だ
た

く
し
激
で
間
の
ち
持
気
う
い
と」
い
た
き
生
「

ど
な
良
不
調
体
や
眠
不、
り
お
て
い
動
れ
揺

と
こ
る
い
て
し
発
を
ン
イ
サ
る
が
な
つ
に
殺
自

が
囲
周
に
ン
イ
サ
た
し
う
こ。
す
で
の
い
多
が

、
で
と
こ
る
べ
伸
し
差
を
手
の
援
支、
き
づ
気

。
す
ま
き
で
が
と
こ
ぐ
防
は
殺
自
の
く
多

と
こ
る
き
で
に
め
た
る
守
を
命
な
切
大

９月に行われる相談会等のお知らせ
９月２日
こころの相談会（精神科医師による相談）
日時：令和２年９月２日（水）　午後
場所：生坂村健康管理センター
申し込み：
８月 31 日（月）までに、生坂村役場健康福祉課・
保健師まで☎６９－３５００

９月２日ほか
くらしと健康の相談会（弁護士による法律
相談と保健師による健康相談）
失業・倒産・債務問題・家庭問題等について相談に
応じます。
日時：令和２年９月２・９・16・23日
（いずれも水曜日）相談時間は１組１時間
場所：松本保健福祉事務所（松本合同庁舎内）
申し込み：
希望相談日の２日前までに、松本保健福祉事務所　
健康づくり支援課☎０２６３－４０－１９３８

９月５日
あすなろの会（中信地域自死遺族交流会）
家族を自死で亡くされた方が、同じ体験を持つ仲間
と悲しみを分かち合う場です。

日時：令和２年９月５日（土）13:30 ～ 15:30 
（12 月・３月の第一（土）にも開催されます）
場所：参加希望者にのみお伝えされます。
問い合わせ・申し込み先：
松本保健福祉事務所　健康づくり支援課　
☎０２６３－４０－１９３８

＊住所・氏名等を話したくない方は匿名での参加も
できます。参加料は無料です。

自殺予防のための相談ダイヤル
「消えてしまいたい」「家族や知人に死にたいと訴え
る人がいる」「身内が自殺してつらくてどうしよう
もない」などの自殺に関する相談をお受けしていま
す。
こころの健康相談統一ダイヤル
（長野県精神保健福祉センター）
　☎０５７０－０６４－５５６
　平日　午前９時 30分～午後４時
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健康づくり支援課☎０２６３－４０－１９３８

９月５日
あすなろの会（中信地域自死遺族交流会）
家族を自死で亡くされた方が、同じ体験を持つ仲間
と悲しみを分かち合う場です。

日時：令和２年９月５日（土）13:30 ～ 15:30 
（12 月・３月の第一（土）にも開催されます）
場所：参加希望者にのみお伝えされます。
問い合わせ・申し込み先：
松本保健福祉事務所　健康づくり支援課　
☎０２６３－４０－１９３８

＊住所・氏名等を話したくない方は匿名での参加も
できます。参加料は無料です。

自殺予防のための相談ダイヤル
「消えてしまいたい」「家族や知人に死にたいと訴え
る人がいる」「身内が自殺してつらくてどうしよう
もない」などの自殺に関する相談をお受けしていま
す。
こころの健康相談統一ダイヤル
（長野県精神保健福祉センター）
　☎０５７０－０６４－５５６
　平日　午前９時 30分～午後４時
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3年生
1学期、いろいろなことが
できるようになりました。

小学校だより　

三
年
生
に
な
り
、一
学
期
を
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
臨
時

休
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、一
学
期
後

半
は
通
常
の
学
校
生
活
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
休
み
に
な
っ

三
つ
目
は
、
い
ろ
ん
な
人
に
自
分
か

ら
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。�

腰
原　

光
星

　

ぼ
く
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
目
は
、
は

や
く
走
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
週
間
に
二
回
ぐ
ら
い
走
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
走
る
の
は
、つ
か
れ
る
け

ど
、
風
に
当
た
っ
て
気
持
ち
よ
く
な

り
ま
す
。二
つ
目
は
、わ
り
算
が
う
ま

く
な
り
ま
し
た
。
か
け
算
の
べ
ん
強

を
し
た
ら
、
わ
り
算
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

�

立
石　

龍
勝

　

ぼ
く
は
、ド
リ
ブ
ル
や
シ
ュ
ー
ト
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。シ
ュ
ー

て
し
ま
っ
た
日
々
を
取
り
戻
す
た
め

に
、一
生
懸
命
学
習
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、一
学
期
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
一
学
き
に
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。一

つ
目
は
、
む
ず
か
し
い
漢
字
を
べ
ん

強
し
て
、
む
ず
か
し
い
漢
字
を
読
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、

わ
り
算
を
習
っ
て
、
わ
り
算
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

�
石
原　

ゆ
ず
奈

　

わ
た
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

は
、算
数
の
わ
り
算
で
す
。わ
る
数
が

一
〇
ま
で
の
わ
り
算
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。二
つ
目
は
、理
科
の

あ
お
む
し
の
か
ん
さ
つ
で
す
。
虫
め

が
ね
を
使
う
の
で
、
ち
ょ
う
せ
い
す

る
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

�

伊
藤　

葵
々

　

ぼ
く
が
一
学
き
で
、
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
三
つ
あ
り
ま
す
。一

つ
目
は
、漢
字
が
い
っ
ぱ
い
書
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。二
つ
目
は
、わ
り

算
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ト
練
習
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
、
足
が
は
や
く
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
短
き
ょ
り
を
土
日
に
練
習

し
た
の
で
、
は
や
く
走
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。　

�

中
村　

光
稀

　

ぼ
く
が
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
二
つ
の
こ
と
で
す
。
一
つ
目

は
、
長
い
文
章
を
た
く
さ
ん
書
け
る

の
と
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
バ
ス
ケ
が
う
ま
く
な
り

ま
し
た
。
シ
ュ
ー
ト
の
練
習
を
し
て
、

シ
ュ
ー
ト
が
う
ま
く
な
り
ま
し
た
。

�

久
恒　

空
楽

　

わ
た
し
が
一
学
き
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
、二
つ
あ
り
ま
す
。一

つ
目
は
、
は
や
く
走
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
五
〇
ｍ
走
を
や
っ
た
お

か
げ
で
足
が
は
や
く
な
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
算
数
の
問
題
が
は
や

く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。�

藤
原　

莉
緒

　

ぼ
く
は
、一
学
き
に
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
三
つ
あ
り
ま
す
。一

つ
目
は
、
計
算
が
は
や
く
な
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
練
習
し
て
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。二
つ
目
は
、た
く

さ
ん
漢
字
が
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
い
っ
ぱ
い
漢
字
を
書
い
て
練

習
を
し
ま
し
た
。三
つ
目
は
、足
が
は

や
く
な
り
ま
し
た
。
毎
日
走
っ
て
は

や
く
な
り
ま
し
た
。　

�

吉
井　

健
琉
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中学校だより
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虐待事案件数 年間 930 件
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国
勢
調
査
は
、
統
計
法
で
特
に
重

要
と
さ
れ
る
基
幹
統
計
調
査
の
ひ
と

つ
で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
と
世
帯
を
対
象
に
五
年
に
一
度

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
調
査
票
の
配
布

　

九
月
一
四
日
～
九
月
二
〇
日

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
期
間

　

九
月
一
四
日
～
一
〇
月
七
日

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）

国
勢
調
査
が

は
じ
ま
り
ま
す

　

生
坂
村
絆
づ
く
り
支
援
金
は
、
地

域
の
振
興
や
活
性
化
等
を
図
る
た

め
、
地
区
や
団
体
等
が
創
意
工
夫
し

自
主
的
に
企
画
し
た
協
働
に
よ
り
行

わ
れ
る
事
業
に
対
し
、
支
援
金
の
交

付
を
行
う
村
独
自
の
制
度
で
す
。

　

今
年
度
は
、
申
し
込
み
期
限
の
六

月
末
ま
で
に
七
団
体
・
七
事
業
の
申

請
が
あ
り
、
七
月
一
〇
日(

金
）
に
選

定
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

選
定
委
員
会
で
は
、
申
請
団
体
の

代
表
者
等
が
出
席
し
、
事
業
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。選
定
委
員
が
、申
請

事
業
の
公
益
性
、
発
展
性
・
協
働
性
、

具
体
性
・
有
効
性
、
独
自
性
を
総
合

的
に
評
価
し
た
結
果
、
七
事
業
、
支

援
金
要
望
額
一
四
八
万
八
千
円
が
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

回
答
を
推
奨
し
ま
す
）

◆
調
査
票
（
紙
）
の
回
答
期
間

　

一
〇
月
一
日
～
一
〇
月
七
日

◆
調
査
票
（
紙
）
の
回
収
期
間

　

一
〇
月
一
日
～
一
〇
月
七
日

　

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
社
会
福
祉
、
雇
用
、
環
境
整

備
、
災
害
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
政
施
策
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
利

用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業

や
研
究
機
関
に
お
い
て
も
幅
広
く
活

用
さ
れ
、
国
民
生
活
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

調
査
の
意
義
・
重
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

令
和
二
年
度

　
生
坂
村
絆
づ
く
り
支
援
金
七
事
業
を
採
択

令和2年度生坂村絆づくり支援金採択事業一覧表

申請団体 事業名 事業内容
総事業費
（千円）

支援金交付
決定額

（千円）

1 大日向区
大日向神社環境整備・山車の大太鼓
修繕事業

・大日向神社環境整備
・山車の大太鼓修繕事業

215 150

2 本村神明社諏訪社 天神様屋根改修事業 ・本村神明社諏訪社天神様屋根改修 660 300

3 生坂ハチクの会
特産ハチクで村おこし　～ハチクの
美味しさを全国の食卓へ～

・淡竹を用いた加工食品の製造販売
　※乾燥機施設の更新、作業場換気装置
　　の見直し

333 230

4 女・人竹っこくらぶ
女・人かあさんパワーで村おこし
～特産品継承事業～

・冷凍おやきの商品化 221 154

5 おじさま倶楽部 おじさまパワーで、村いきいき事業
・遊休農地の活用
　野沢菜、ひすい蕎麦栽培
・そば打ちによる村おこし活動

212 148

6 生坂村農業公社 若い力で日本一のぶどうづくり事業
・安定した品質ぶどうの提供
・イクサカラットパンフレットの作成
・ぶどうＰＲの推進

1,010 206

7 生坂村観光協会
Let' enjoyいくさかを五感で感じる
観光事業

・観光バッチ作成とＰＲ
・観光案内板設置

5,333 300

計 ７団体　７事業 7,984 1,488
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に

よ
り
、
感
染
症
予
防
対
策
を
取
り
入

れ
た
、生
活
様
式
を
実
践
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
は
、
自
ら
を
感
染
か
ら
守
る
だ

け
で
な
く
、
自
ら
が
周
囲
に
感
染
を

拡
大
さ
せ
な
い
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
、そ
の
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　

や
ま
な
み
荘
で
は
、
皆
様
に
安
心

し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、新
し
い

生
活
様
式
に
沿
っ
た
宴
会
の
ス
タ
イ

ル
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

新
し
い
生
活
様
式
の
食
事
で
の
実

践
例
と
し
て
、
①
持
ち
帰
り
や
出
前
、

デ
リ
バ
リ
ー
も
②
屋
外
空
間
で
気
持

ち
良
く
③
大
皿
は
避
け
て
、
料
理
は

し
て
い
た
だ
く
。

②
到
着
時
に
、
フ
ロ
ン
ト
に
て
体
温

を
測
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
体
温
が

三
七・
五
℃
を
超
え
て
い
る
時
は
、

入
館
を
お
断
り
す
る
。

③
宴
会
場
の
入
口
に
消
毒
液
を
置
き

こ
ま
め
に
消
毒
を
お
願
い
し
、お
席

の
配
置
は
、対
面
に
な
ら
な
い
よ
う

に
距
離
を
空
け
て
配
置
。
ご
希
望

に
よ
り
仕
切
り
版
を
設
置
す
る
。

④
お
料
理
は
、折
詰
め
ス
タ
イ
ル
で
用

意
し
、
従
業
員
と
の
接
触
も
少
な

く
す
る
。
宴
会
時
間
は
二
時
間
以

内
、お
酒
は
手
酌
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
、焼
酎
な
ど
は
自
分
で
作
る
。

⑤
お
酌
は
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、お

酌
を
す
る
時
は
、
後
ろ
側
か
ら
注

ぎ
、ご
返
杯
、回
し
飲
み
は
ご
遠
慮

い
た
だ
く
。

個
々
に
④
対
面
で
は
な
く
横
並
び
で

座
ろ
う
⑤
料
理
に
集
中
、お
し
ゃ
べ
り

は
控
え
め
に
⑥
お
酌
、グ
ラ
ス
や
お
猪

口
の
回
し
飲
み
は
避
け
て
、と
い
っ
た

点
を
注
意
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

や
ま
な
み
荘
で
は
、食
堂
メ
ニ
ュ
ー

の
お
持
ち
帰
り
や
、オ
ー
ド
ブ
ル
等
の

提
供
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
相

談
く
だ
さ
い
。ま
た
、皆
様
に
安
心
し

て
法
事
や
会
合
な
ど
で
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
、新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ

て
、次
の
取
り
組
み
を
実
践
し
て
お
り

ま
す
。

①
家
を
出
る
前
に
、
体
調
の
確
認
を

し
て
い
た
だ
き
、体
調
が
思
わ
し
く

な
い
と
き
は
、無
理
を
せ
ず
に
欠
席

　

雨
が
多
く
涼
し
か
っ
た
七
月
が
過

ぎ
、
八
月
は
夏
ら
し
い
猛
暑
日
が
続

い
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
い
つ
も
と

は
違
う
お
盆
を
迎
え
た
方
も
、
少
な

く
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
、法
事
用
折
り
詰
め
や
、お

盆
用
刺
身
盛
皿
・
オ
ー
ド
ブ
ル
等
た

く
さ
ん
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

や
ま
な
み
荘
で
は
、
今
後
も
法
事

や
お
祭
り
等
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
お
持
ち
帰
り
メ
ニ
ュ
ー
を
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
近
は
外
出
自
粛
の
意
識
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中
で
、
法
事

を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
悩
ん
で
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

法
事
は
何
か
と
そ
ろ
え
る
物
が
多
く

あ
り
ま
す
。お
料
理
は
も
と
よ
り
、引

き
物
や
ギ
フ
ト
商
品
な
ど
も
用
意
し

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
や
ま
な
み

荘
で
は
こ
れ
ら
の
商
品
も
取
り
扱
っ

て
お
り
、
ご
自
宅
へ
の
配
達
も
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

九
月
に
は
、
ま
ぐ
ろ
丼
フ
ェ
ア
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　

従
業
員
一
同

　
　

皆
様
方
の
お
越
し
を

　
　
　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

⑥
ご
注
文
は
幹
事
さ
ん
等
、
お
ひ
と

り
が
代
表
し
て
す
る
よ
う
に
し
、

同
じ
物
を
い
ろ
い
ろ
な
方
が
触
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

従
業
員
の
毎
日
の
体
温
測
定
、マ
ス

ク
の
着
用
、手
指
消
毒
の
実
施
、こ
ま

め
に
消
毒
・
換
気
を
実
施
す
る
な
ど
、

基
本
と
な
る
感
染
防
止
対
策
を
実
践

し
つ
つ
、感
染
症
の
流
行
が
終
息
す
る

ま
で
、お
客
様
に
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
必
要
な
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
、安
心
安
全
を
第
一
に
考
え
、快

適
に
会
合
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

の
ん
び
り

湯
っ
た
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

ゆ

新しい生活様式での
宴会スタイル

やまなみ荘

写真はイメージです
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■
戦
争
と
平
和
コ
ー
ナ
ー
・
パ
ズ
ル

　

八
月
六
日
の
広
島
平
和
記
念
式
典

に
合
わ
せ
、
今
年
度
は
戦
争
と
平
和

の
本
の
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
と
共
に
、

平
和
を
願
う
パ
ズ
ル
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
、
児
童
館
に
通
う
小

学
生
三
名
に
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
た

だ
き
、
平
和
の
象
徴
で
あ
る
折
り
鶴

に
願
い
を
込
め
た
姿
を
四
三
二
ピ
ー

ス
の
パ
ズ
ル
に
し
た
も
の
で
す
。

　

一
〇
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
は
、
図
書

室
入
口
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、ご
来
館
の
際
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

児
童
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
児
童
用
マ
ス
ク
、
た
く
さ
ん
の
ご

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
備
え
て
、
児

童
館
で
は
児
童

用
マ
ス
ク
の
ご

寄
贈
を
広
報
に

て
お
願
い
し
て

　

例
年
に
比
べ
長
か
っ
た
梅
雨
が
明

け
、よ
う
や
く
待
ち
に
待
っ
た
本
格
的

な
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、か
あ
さ
ん
家
で
お
ま
ん
じ
ゅ

う
作
り
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、お
ま

ん
じ
ゅ
う
は
、一
ヶ
月
に
一
万
個
を
売

り
上
げ
る「
か
あ
さ
ん
家
」の
主
力
商

品
の
一
つ
で
す
。

　

昔
か
ら
こ
の
地
域
で
は
、七
夕
様
に

お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
供
え
る
風
習
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
か
あ
さ
ん
家
」
で
は

毎
年
、風
習
に
合
わ
せ
て
七
タ
セ
ー
ル

を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
年
も
八
月
七

日（
金
）に
た
く
さ
ん
の
特
売
品
を
用

意
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

店
の
入
り
口
に
は『
皆
の
健
康
と
コ

ロ
ナ
終
息
』を
願
い
、短
冊
を
書
い
て

笹
竹
に
飾
り
付
け
ま
し
た
。

ね
」
と
か「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る

よ
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、早
朝

か
ら
の
苦
労
も
報
わ
れ
た
気
分
に
な

り
ま
し
た
。

　

生
坂
村
は
、こ
れ
か
ら
ブ
ド
ウ
の
季

節
と
な
り
、『
い
く
さ
か
の
郷
』
に
は

色
と
り
ど
り
の
宝
石
の
よ
う
な
ぶ
ど

う
が
た
く
さ
ん
並
び
ま
す
。

　
『
い
く
さ
か
の
郷
』に
お
買
い
求
め

に
い
ら
し
た
際
に
は
、ぜ
ひ
、か
あ
さ

ん
家
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。丹

精
込
め
て
丸
め
た
お
ま
ん
じ
ゅ
う
や
、

お
や
き
な
ど
を
用
意
し
て
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の

で
、熱
中
症
対
策
を
し
て
、こ
の
夏
を

乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
ま
し
ょ
！図

書
室

宝くじの収益金は、長野県の販売実績により
配分されますので、県内の宝くじ売り場でお
買い求めください。

星
に
願
い
を
！

　か
あ
さ
ん
家
七
タ
セ
ー
ル

か
あ
さ
ん
家

　原 

田  

伸 

子

ま
い
り
ま
し
た
が
、
七
月
末
現
在
ま

で
に
約
一
六
〇
枚
の
マ
ス
ク
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

も
し
、
サ
イ
ズ
違
い
な
ど
で
ご
家

庭
に
余
っ
て
い
る
マ
ス
ク
が
あ
り
ま

し
た
ら
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
お
寄
せ
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

暑
い
中
で

し
た
が
、
大

勢
の
お
客
様

に
お
越
し
い

た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
暑

い
中
大
変
だ
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令
和
二
年
七
月
豪
雨
で
は
、
日
本

各
地
で
水
害
が
発
生
し
、
九
州
地
方

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。今
回
の
よ
う
な
数
日
間
に
わ

た
り
降
り
続
く
雨
は
、
地
盤
が
緩
み

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
く
な

り
ま
す
。生
坂
村
で
も
一
部
の
地
域
で

土
砂
崩
れ
に
よ
り
道
路
が
通
行
止
め

に
な
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
台
風
に
よ
る

災
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
台
風
や
豪

雨
は
事
前
の
備
え
が
大
切
で
す
。
非

　

避
難
に
時
間
を
要
す
る
人（
高
齢

の
方
、
障
害
の
あ
る
人
、
乳
幼
児
等
）

と
そ
の
支
援
者
は
避
難
を
開
始
し
ま

し
ょ
う
。そ
の
他
の
人
は
家
族
と
の
連

絡
、
非
常
持
出
品
の
用
意
等
の
避
難

の
準
備
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
勧
告

　
（
警
戒
レ
ベ
ル
４
・
非
常
に
危
険
）

　

速
や
か
に
避
難
場
所
へ
と
避
難
し

ま
し
ょ
う
。避
難
場
所
へ
の
移
動
が
か

え
っ
て
命
に
危
険
を
及
ぼ
し
か
ね
な

い
と
判
断
す
る
場
合
は
、近
隣
の
安
全

な
場
所
へ
の
避
難
や
、屋
内
の
よ
り
安

全
な
場
所
に
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
指
示（
緊
急
）

　
（
警
戒
レ
ベ
ル
４
・
極
め
て
危
険
）

　

ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
人
は
、す
ぐ

に
避
難
場
所
へ
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
場
所
へ
の
移
動
が
か
え
っ
て
命

に
危
険
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
判
断

す
る
場
合
は
、
近
隣
の
安
全
な
場
所

へ
の
避
難
や
、屋
内
の
よ
り
安
全
な
場

所
に
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
必
ず
し
も
こ
の
順
番
で
発
令
さ
れ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。ま
た
、発
令

さ
れ
て
い
な
く
て
も
身
の
危
険
を

感
じ
る
場
合
は
避
難
を
開
始
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
は

　

松
本
広
域
消
防
局　

明
科
消
防
署

　

☎
六
二-

二
九
九
二

備
え
の
一
つ
で
す
。
家
族
、
地
域
で
協

力
し
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
接
近
前
に
確
認

◦
防
災
マ
ッ
プ
を
確
認
す
る
。

　

生
坂
村
に
は
地
区
ご
と
に
作
成
し

た「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
あ
り

ま
す
。
区
内
外
の
避
難
場
所
や
地
区

特
有
の
危
険
な
場
所
が
記
載
さ
れ
て

い
て
、生
坂
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
接
近
し
て
か
ら
注
意
す
る
こ
と

◦
な
る
べ
く
外
出
は
し
な
い
。（
田
畑

や
河
川
の
様
子
を
見
に
行
か
な

い
。）

　

増
水
し
た
用
水
路
は
道
路
と
の
境

目
が
分
か
り
づ
ら
く
、
転
落
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

◦
避
難
情
報
に
注
意
す
る
。

　

防
災
無
線
に
耳
を
傾
け
、
す
ぐ
に

動
け
る
よ
う
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

以
上
の
事
を
確
認
し
て
、
被
害
の

軽
減
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

〈
避
難
情
報
の
種
類
に
つ
い
て
〉

　

災
害
時
に
発
令
さ
れ
る
避
難
情
報

に
は
種
類
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

意
味
を
理
解
し
、
素
早
く
避
難
で
き

る
よ
う
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

　
（
警
戒
レ
ベ
ル
３
）

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署
〈台風・集中豪雨に備えて〉

 

　

新
し
い
形
の
生
徒
総
会　

　

先
月
の
広
報「
い
く
さ
か
」で
、
少

し
触
れ
ま
し
た
が
、
六
月
二
五
日
に
、

す
べ
て
の
Ｈ
Ｒ
教
室
を
結
ん
だ
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
生
徒
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

各
教
室
で
は
、評
議
員
が
、準
備
運

営
の
全
て
を
担
い
ま
し
た
。社
会
科
教

室
に
は
議
長
団
・
本
部
・
各
委
員
会
が

待
機
し
、各
教
室
と
つ
な
い
だ
Ｐ
Ｃ
画

面
上
で
参
加
人
数
の
報
告
、本
部
・
各

委
員
会
の
活
動
計
画
・
予
算
な
ど
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、

◦
顔
が
見
え
な
い
中
で
の
総
会
で
不

安
は
あ
っ
た
が
全
体
と
し
て
よ
く

で
き
た
と
思
う
。

◦
質
問
な
ど
は
し
に
く
い
環
境
か
と

思
う
。
質
疑
応
答
が
低
調
だ
っ
た

よ
う
に
思
う
。

◦
リ
ハ
ー
サ
ル
が
あ
っ
た
の
で
、機
器

の
接
続
や
人
数
の
把
握
な
ど
、
準

備
運
営
が
問
題
な
く
行
え
て
よ
か

っ
た
。等
の
反
省
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

環
境
委
員
会　

花
壇
整
備

　

約
二
ヶ
月
に
渡
る
長
い
一
斉
休
業

が
あ
っ
た
た
め
、校
地
内
の
色
々
な
箇

所
に
手
が
入
ら
ず
、
荒
れ
た
状
態
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。六
月
一
六
日
に
は
、

環
境
委
員
二
〇
名
余
が
集
ま
り
、
中

庭
の
除
草
作
業
を
行
っ
て
く
れ
ま
し

た
。熱
心
な
取
組
の
お
か
げ
で
随
分
と

き
れ
い
に
な
り
、今
後
季
節
の
花
々
で

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。

 （
文
責　

教
頭　

松
村　

真
一
）

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

放課後にもかかわらず、多くの委員が集まり校内の
環境美化に協力をしてくれました。

モニター前で活動計画を説明する保健委員会
空席は保健委員会の待機場所

常
持
出
品
や
備

蓄
品
の
準
備
は

も
ち
ろ
ん
、
自

宅
周
辺
の
側
溝

の
掃
除
な
ど
も

事
前
に
で
き
る



15

　

こ
ん
に
ち
は
、
集
落
支
援
員
の
佐

久
間
で
す
。

　

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
の
仕
入
れ

や
送
迎
の
業
務
に
携
わ
る
よ
う
に
な

り
、来
店
さ
れ
る
お
客
様
に
も
、顔
を

覚
え
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。ま
た
、い
つ
も
送
迎
を

利
用
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
と
の
楽
し

い
会
話
や
昔
話
に
心
が
温
ま
り
、
気

持
ち
よ
く
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
、感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、お
知
ら
せ
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
差
し
入
れ
を
い
た
だ
き
、
お
心
配

り
や
優
し
さ
に
、
和
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。集
落
支
援
員
と
名
乗
っ

て
は
い
ま
す
が
、
僕
も
支
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
気

持
ち
に
も
な
り
ま
す
。

　

暦
の
上
で
は
、
秋
を
迎
え
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
夏
を
謳
歌
す
る
草
た

ち
の
勢
い
と
向
き
合
う
日
々
。
し
か

し
周
囲
に
目
を
向
け
る
と
、
栗
や
柿

が
ふ
く
ふ
く
と
膨
ら
み
だ
し
、
ぶ
ど

う
も
旬
を
迎
え
ま
し
た
。

　

秋
の
豊
か
な
実
り
の
気
配
に
、
呼

吸
が
深
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
ん

な
秋
を
見
つ
け
ま
し
た
か
？

�

（
佐
久
間　

拓
郎
）

　

三
月
か
ら
集
落
支
援
員
と
し
て
四

年
目
の
活
動
に
入
り
ま
し
た
山
田
で

す
。
住
ま
い
も
宇
留
賀
の
南
会
の
集

落
に
引
っ
越
し
を
し
ま
し
た
。

　

集
落
の
人
達
と
触
れ
合
う
中
で
、

少
子
高
齢
化
の
現
実
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と

感
じ
て
い
ま
す
。草
刈
り
一
つ
と
っ
て

も
若
い
年
代
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
圧
倒

的
に
足
り
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま

す
。
集
落
支
援
の
仕
事
の
中
で
、
集

落
か
ら
の
作
業
依
頼
を
村
全
体
で
見

た
場
合
に
依
頼
の
少
な
い
地
域
も
あ

り
、
実
際
に
は
困
っ
て
い
る
地
域
の

　

ご
存
知
か
と
も
思
い
ま
す
が
八
月

よ
り
、
い
く
さ
か
の
郷
へ
の
送
迎
は

「
予
約
制
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
予

約
は
、
当
日
の
朝
九
時
三
〇
分
ま
で

に
、
い
く
さ
か
の
郷
へ
お
電
話
を
下

さ
い
。
各
地
区
へ
向
か
う
曜
日
は
以

前
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ど

う
ぞ
今
ま
で
通
り
、
遠
慮
な
く
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
か
ら
こ
の
春
よ
り
、
草
尾
地

区
、
昭
津
地
区
、
大
日
向
地
区
の
水

道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
担
当
と
な
り
ま

し
た
。
や
っ
と
水
道
メ
ー
タ
ー
の
位

置
を
覚
え
、
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
検
針
を
機
に
、
生
坂
村
の
ま
だ

行
っ
た
こ
と
の
な
い
道
や
、
見
た
こ

と
の
な
い
景
色
に
毎
度
感
激
し
て
い

ま
す
。

　

高
津
屋
か
ら
犀
川
を
見
下
ろ
す
眺

め
、
中
塚
へ
向
か
う
山
の
奥
深
さ
、

古
民
家
が
多
く
残
る
草
尾
集
落
。
息

を
の
む
ほ
ど
美
し
い
地
形
で
暮
ら
す

家
々
や
大
自
然
と
の
出
会
い
に
、
つ

い
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
村
民
の
皆
様
か
ら
、
お
茶
な

人
た
ち
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
好
き
隊
員
が
集
落
に
入
っ
て
い

れ
ば
頼
み
や
す
い
と
い
う
事
も
あ
る

は
ず
な
の
で
、
大
好
き
隊
員
が
各
地

域
に
入
っ
て
い
る
事
が
理
想
だ
と
つ

く
づ
く
思
い
ま
す
。

　

作
業
等
の
仕
事
以
外
に
も
移
住
推

進
、
空
き
家
対
策
の
担
当
も
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
に
入
り
村
内
の
空
き

家
の
五
物
件
の
売
却
が
決
ま
り
、
五

組
計
一
二
名
の
方
た
ち
の
移
住
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

大
日
向
区
北
平
の
物
件
に
三
重
県

の
熊
野
市
か
ら
家
族
五
人
で
移
住
し

て
来
ら
れ
た
森
野
さ
ん
一
家
。
上
は

中
学
生
か
ら
下
は
一
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
四
人
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化

の
救
世
主
で
す
ね
。
子
供
た
ち
の
事

を
第
一
に
考
え
て
、
小
中
学
校
の
環

境
、
子
育
て
支
援
の
充
実
が
決
め
手

と
な
り
ま
し
た
。家
は
も
ち
ろ
ん
、山

に
田
ん
ぼ
、
畑
が
あ
る
自
然
豊
か
な

環
境
も
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
は
安
曇
野
や
松
本
か
ら
幅
広

い
年
代
の
方
々
が
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
物
件

が
少
な
い
状
況
で
す
。
村
内
の
皆
さ

ん
に
も
近
く
に
あ
る
空
き
家
の
所
有

者
さ
ん
や
関
係
者
さ
ん
へ
、
空
き
家

バ
ン
ク
へ
の
登
録
の
後
押
し
を
お
願

い
で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

�

（
山
田　

尚
弘
）

17
（通巻75号）

優
し
さ
と
、秋
の
気
配

高
齢
化
と
地
域
・
移
住

８月から、道の駅の送迎車輌は、曜日はそのままで
デマンド方式（予約制）になりました

大日向区北平に移住してきた森野さん一家
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エ
ス
テ
テ
イ
ッ
ク
デ
ン
チ
ャ
ー

　
　

ご
存
じ
で
す
か
？

　

エ
ス
テ
テ
イ
ッ
ク
デ
ン
チ
ャ
ー
と

は
、金
属
バ
ネ
を
使
用
し
て
い
な
い
透

明
度
の
高
い
素
材
で
で
き
て
お
り
、見

た
目
が
入
れ
歯
と
は
分
か
ら
な
い
ほ

ど
自
然
な
入
れ
歯
で
す
。

　

さ
ら
に
、
安
心
し
て
使
い
続
け
ら

れ
る
機
能
性
と
耐
久
性
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

エ
ス
テ
テ
イ
ッ
ク
デ
ン
チ
ャ
ー
は
次

の
よ
う
な
方
に
適
し
て
い
ま
す
。

●
金
属
の
バ
ネ
が
見
え
る
の
が
嫌
な

方

　

従
来
の
入
れ
歯
は
バ
ネ
の
部
分
が

金
属
で
し
た
が
、他
の
ピ
ン
ク
の
部
分

と
同
じ
素
材
の
た
め
目
立
ち
ま
せ
ん
。

●
見
た
目
が
入
れ
歯
を
感
じ
さ
せ
な

い

　

金
属
の
バ
ネ
が
無
い
の
で
、目
立
ち

ま
せ
ん
。

●
抜
く
と
諦
め
て
い
た
歯
を
利
用

　

歯
周
病
で
ぐ
ら
つ
き
始
め
た
歯
で

も
、
横
に
揺
さ
ぶ
る
力
が
か
か
ら
な

い
た
め
、利
用
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。（
歯
周
病
の
進
行
程
度
に
よ
っ
て

は
使
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　

虫
歯
や
歯
周
病
で
失
っ
た
歯
を
そ

の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
、自
分
に
合
っ
た

対
策
を
し
、食
べ
物
を
し
っ
か
り
噛
ん

で
お
い
し
く
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

　

総
入
れ
歯
で
あ
っ
て
も
、し
っ
か
り

噛
む
こ
と
で
唾
液
の
分
泌
を
促
し
、心

も
体
も
健
康
に
な
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
自
由
診
療
に
な
り
ま

す
。

　

い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
元
気
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
坂
村
歯
科
診
療
所

●
人
か
ら
入
れ
歯
だ
と
気
付
か
れ
た

く
な
い
方

　

美
し
く
透
明
感
の
あ
る
素
材
で
、

歯
ぐ
き
の
色
と
な
じ
み
ま
す
。

●	

入
れ
歯
の
臭
い
が
気
に
な
る
方

　

臭
い
、汚
れ
が
付
き
に
く
い
素
材
を

使
っ
て
い
ま
す
。

●	

今
の
入
れ
歯
に
違
和
感
が
あ
る
方

　

適
度
な
弾
性
が
あ
り
、
装
着
時
に

優
し
く
フ
ィ
ッ
ト
し
ま
す
。

●	
残
っ
て
い
る
歯
を
長
持
ち
さ
せ
た

い
方

　

歯
や
顎
に
優
し
い
設
計
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

松
本
年
金
事
務
所
は
、
松
本
市
白

板
か
ら
松
本
市
鎌
田（
鎌
田
中
学
校

南
側
）に
移
転
し
ま
す
。

◆
移
転
先
所
在
地

　

松
本
市
鎌
田
二
‐
八
‐
三
七

　
（
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
徒
歩
一
九
分
）

◆
移
転
後
電
話
番
号

　

☎
〇
二
六
三
‐
三
一‐
五
一
五
〇

　
（
九
月
二
三
日
か
ら
変
更
し
ま
す
。）

◆
受
付
時
間

　
〈
移
転
前
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。〉

　

八
時
三
〇
分
～
一
七
時
一
五
分

　
（
土
日
祝
、年
末
年
始
を
除
く
）

◆
業
務
内
容

　
〈
移
転
前
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。〉

　

年
金
相
談
及
び
年
金
請
求
等
の
手

続
き
に
つ
い
て
は
、混
み
合
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、事
前
の
ご
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
予
約
受
付
専
用
番
号
】

　

☎
〇
五
七
〇
‐
〇
五
‐
四
八
九
〇

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
ご
連
絡
の
際
は
、基
礎
年
金
番
号
の

分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

マ
グ
ネ
ッ
ト
デ
ン
チ
ャ
ー

　
（
磁
石
式
義
歯
）

　

マ
グ
ネ
ッ
ト
デ
ン
チ
ャ
ー
と
は
、歯

の
根
に「
磁
性
金
属
」
を
取
り
付
け
、

入
れ
歯
に「
小
型
磁
石
」を
埋
め
込
み

固
定
さ
せ
ま
す
。

●
装
着
、
取
り
外
し
が
簡
単

　

わ
ず
ら
わ
し
い
バ
ネ
や
複
雑
な
仕

掛
け
な
ど
が
な
い
シ
ン
プ
ル
な
構
造

な
の
で
簡
単
に
装
着
、取
り
外
し
が
で

き
ま
す
。　

●
ピ
ッ
タ
リ
固
定
、
良
く
噛
め
る

　

小
さ
く
て
も
強
力
な
磁
石
な
の
で

ピ
ッ
タ
リ
と
吸
着
し
、入
れ
歯
が
落
ち

た
り
、口
の
中
で
ガ
タ
ガ
タ
動
く
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
年
金
機
構
　
松
本
年
金
事
務
所

九
月
二
三
日（
水
）に
移
転

渚１丁目

文
鎌田中学校

文 鎌田小学校

松本警察署

● ●
長野銀行本店

■

●
松本市文書館

19

●

旧松本年金事務所
●

松本年金事務所

国道158号

鎌田

ローソン●

白板

■ 西松本駅
● Ｊ

Ｒ
篠
ノ
井
線

田川

国道143号

渚ライフサイト

渚駅

アルピコ交通上高地線

森永乳業
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一
〇
月
一
日
の
「
法
の
日
」
に
合

わ
せ
て
、
無
料
法
律
相
談
所
が
開
設

さ
れ
ま
す
。

　

県
下
六
校
の
技
術
専
門
校
で
は
、

令
和
三
年
度
入
校
の
訓
練
生
を
募
集

し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

・
普
通
課
程　

　

推
薦
入
校

　

九
月
二
八
日
～
一
〇
月
一
五
日

　
一
般
入
校

　
一
一
月
二
日
～
一
一
月
一
九
日

・
短
期
課
程

　
一
二
月
一
四
日
～
二
月
八
日

◆
入
校
選
考

・
普
通
課
程　

　

推
薦
入
校　
一
〇
月
二
六
日

　
一
般
入
校　
一
一
月
三
〇
日

・
短
期
課
程　

二
月
一
八
日

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
産
業

労
働
部
人
材
育
成
課（
☎
〇
二
六-

二
三
五-

七
一
九
九
）に
ご
連
絡
い
た

だ
く
か
、長
野
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
い
。

　

本
相
談
会
へ
の
予
約
申
し
込
み
、

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
総
務
課
へ
。

☎
〇
二
六
三-

六
九-

三
一
一
一

　

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
、
不
動
産

評
価
に
関
す
る
無
料
相
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

◆
松
本
会
場

・
開
催
日
時　

一
〇
月
二
日
（
金
）

　

午
前
一
〇
時
～
午
後
四
時

・
会
場　
　

松
本
市
役
所
本
庁
舎
四

階　

第
二
応
接
室

◆
相
談
内
容

　

売
買
、
交
換
、
相
続
、
借
地
、
担

保
、
賃
貸
借
等
に
係
る
不
動
産
評
価

に
関
す
る
こ
と

◆
そ
の
他

・
予
約
は
不
要
で
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
体
調
に
不
安
の
あ

る
方
は
ご
遠
慮
い
た
だ
き
、
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
一
般
社
団
法
人　

長
野
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
と
、
公
益
社
団
法
人   

日
本
不
動
産
鑑
定
士
協
会
連
合
会

の
共
催
に
よ
る
相
談
会
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

◆
日
時　

一
〇
月
一
日
（
木
）

　

午
後
一
時
～
午
後
三
時
ま
で

◆
場
所

　

生
坂
村
若
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

◆
相
談
料　

無
料

◆
相
談
時
間

　

相
談
者
一
人
に
つ
き
三
〇
分

◆
予
約

　

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　

九
月
二
九
日
ま
で
に
、
生
坂
村
役

場　

総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
例

・
不
動
産
の
登
記
、
取
引
等
に
関
す

る
こ
と

・
相
続
、
遺
言
に
関
す
る
こ
と

・
空
き
家
に
関
す
る
こ
と

・
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
関
す
る

こ
と

・
各
種
債
務
に
関
す
る
こ
と

・
悪
質
商
法
被
害
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他
、
司
法
書
士
の
業
務
及
び

そ
れ
に
関
す
る
相
談　

な
ど

　

相
談
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

一
般
社
団
法
人　

長
野
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会

☎
〇
二
六-

二
二
五-

五
二
二
八

　

放
送
大
学
で
は
、二
〇
二
〇
年
一
〇

月
入
学
生
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
〇
代
か
ら
九
〇
代
の
幅
広
い
世

代
約
九
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　

心
理
学・福
祉・経
済・歴
史・文
学・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、約
三
〇
〇
の

幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、一
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
長
野
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
〇
二
六
六-

五
八-

二
三
三
二
）ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間
は
、第
一
回
が
八
月
三
一
日

ま
で
、第
二
回
が
九
月
一
五
日
ま
で
で

す
。

　

長
野
県
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
影
響
を
受

け
、ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
を
対
象
と
し
た

経
営
・
雇
用
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

◦
県
庁　

平
日 

八
時
三
〇
分
～
一
七

時
一
五
分 

／ 

土
日 

九
時
〇
〇
分

～
一
七
時
〇
〇
分

・
産
業
立
地
・
経
営
支
援
課

　

☎
〇
二
六-

二
三
五-

七
二
〇
〇

・
労
働
雇
用
課

　

☎
〇
二
六-

二
三
五-

七
二
〇
一

◦
松
本
地
域
振
興
局 

商
工
観
光
課

（
平
日
の
み
）

　

☎
四
〇-

一
九
三
二

長
野
県
技
術
専
門
校

令
和
三
年
度
訓
練
生
募
集

司
法
書
士
に
よ
る

「
無
料
法
律
相
談
会
」

の
お
知
ら
せ

不
動
産
鑑
定
士

無
料
相
談
会

放
送
大
学
入
学
生
募
集

の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
影
響
に
関
す
る
中
小

企
業
者
対
象
相
談
窓
口

◆
お
悔
や
み

　

申
し
上
げ
ま
す
◆

横
山　
　

續 

さ
ん
（
89
歳 

草　

尾
）

牛
越　

享
子 

さ
ん
（
87
歳 

宇
留
賀
）

山
本　

樹い
つ
き季
ち
ゃ
ん（
6
月
22
日
生
）

広
野
・
千
奈
さ
ん
（
下
生
坂
）

★
お
め
で
と
う

　
　

 

ご
ざ
い
ま
す
★
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白井 光
み つ は

葉 ちゃん（1歳）
上生坂／亮一・舞さん

地域ぐるみで
むらじゅう花ざかり事業

　

今
年
で
一
二
年
目
と
な
っ
た「
地
域
ぐ
る
み
で
む
ら

じ
ゅ
う
花
ざ
か
り
事
業
」で
す
が
、
昨
年
ま
で
行
っ
て

き
た
中
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
も
と
に
、
今
年
は

花
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
は
、
五
月
末
に
花
を
植
え
る
花
壇
作
り

か
ら
定
植
、
そ
し
て
水
や
り
・
草
取
り
な
ど
、
コ
ン

テ
ス
ト
実
施
の
有
無
に
関
係
な
く
日
頃
の
管
理
が

し
っ
か
り
行
わ
れ
て
お
り
、
ど
の
花
壇
も
き
れ
い
な

花
を
咲
か
せ
、
通
る
人
の
心
を
癒
や
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

各
区
の
花
壇
は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
村
長
コ

ラ
ム
）
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｎ
な
ど
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
と
次
号
の
二
回
に
分
け
本
誌
で
も
掲
載
を
い
た

し
ま
す
。

　

今
回
は
、
小
立
野
区
・
下
生
野
区
・
上
生
坂
区
・
下

生
坂
区
・
日
岐
区
の
五
区
で
す
。

こんげつの

いい顔
お水遊びが　　　大好き！

下生野区

上生坂区

日岐区

小立野区

下生坂区


